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講演概要
2007年，Baker と Norine は有限グラフ上の因子理論を構築した ([2])．この理論で，
因子とは有限グラフの頂点の整数係数形式的線型結合である．それら因子の間には線
型同値の概念が定義でき，したがって因子の線型系が考えられる．さらに，彼らは線型
系の階数を定義した．その定義の一定の正当性は，たとえばこの階数に関して「リーマ
ン・ロッホの定理」が成立することに見て取れる．
その後，有限グラフの因子理論は，Bakerの特殊化写像によって射影曲線の因子理論
と結びつく ([1])．この写像は，射影曲線上の因子に対しその特殊化と呼ばれる有限グ
ラフ上の因子を対応させる写像である．Baker の特殊化補題により，射影曲線の因子の
階数は特殊化によって減少しないことが知られた．
有限グラフの因子の側から見ると，Baker の特殊化補題は，有限グラフの因子を射
影曲線上のそれに持ち上げると一般には階数が減少することを意味している．そこで，
「どのような状況下であれば，与えられた有限グラフ上の因子を階数を保ったまま射影
曲線上に持ち上げられるのか？」という問題が考えられる．この講演では，有限グラフ
の因子理論と Baker の特殊化補題を復習た後，この問題に関して川口周氏（同志社大
学）との共同研究 ([3, 4]) で得られた結果を紹介する．
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